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胚発生初期の生殖細胞系列では転写がグローバルに抑制される。その後、転写

抑制は解除され、生殖細胞形成のため遺伝子の転写が始まるが、それがどのよ

うにしておこるかはほとんど分かっていない。ホヤでは、母性局在因子PEMが

生殖細胞系列でのグローバルな転写抑制に関わる。本研究では、PEMによる転

写抑制がどのようにして解除され転写が開始するのかを明らかにすることを試

みた。結果、発生に伴ったPEMタンパク質の減少が転写抑制の解除に関わるこ

とがわかった。 


